
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
産
業
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

（
仮
称
）
鳩
山
町
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補

助
金
へ
意
見
・
要
望
す
る

オ
ニ
グ
ル
ミ
苗
の
生
長
を
毎

年
記
録
、
結
実
し
た
ら
、
種

子
量
、
種
子
サ
イ
ズ
を
計
測

す
る
こ
と
。

　

昭
和
５
年
に
孟
宗
竹
が
横

浜
で
開
花
・
結
実
し
た
種
子

か
ら
繁
殖
し
た
２
株
を
昭
和

14
年
に
赤
沼
試
験
地
に
移
植
。

発
芽
後
67
年
目
の
平
成
９
年

８
月
に
一
斉
開
花
。
今
後
60

数
年
後
の
開
花
、
結
実
、
発

芽
を
検
証
の
た
め
管
理
し
て

い
る
。

　

ま
ず
、
昭
和
13
年
に
林
業

試
験
場
赤
沼
苗
畑
事
務
所
設

置
、
昭
和
19
年
に
常
駐
の
苗

畑
事
務
所
主
任
を
置
く
。
昭

和
25
年
官
制
改
正
に
よ
り
林

業
試
験
場
赤
沼
試
験
地
に
改

称
。

　

林
業
試
験
場
は
昭
和
63
年

10
月
に
森
林
総
合
研
究
所
に

改
編
、
名
称
変
更
さ
れ
、
同

時
に
浅
川
実
験
林
も
多
摩
森

林
科
学
園
に
改
称
、
ま
た
、

平
成
13
年
４
月
に
、
独
立
行

政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
が

発
足
し
、
平
成
27
年
４
月
に
、

独
立
行
政
法
人
の
３
分
類
に

よ
り
法
人
名
称
が
国
立
研
究

開
発
法
人
に
分
類
さ
れ
た
。

実
験
林
の
研
究
調
査
目
的
は

　

オ
ニ
グ
ル
ミ
の
種
子
の
生

長
、
生
存
率
、
種
子
数
、
種

子
サ
イ
ズ
に
与
え
る
影
響
や

　

本
委
員
会
は
、
７
月
27
日
、

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

調
査
事
項

⑴
国
立
研
究
開
発
法
人
・
森

林
総
合
研
究
所　

多
摩
森
林

科
学
園　

赤
沼
実
験
林
の
概

要
に
つ
い
て

　

鳩
山
町
赤
沼
に
あ
る
、
旧

国
有
林
の
林
業
試
験
場
赤
沼

試
験
地
の
跡
地
が
ど
の
よ
う

に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

調
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

鳩
山
町
赤
沼
の
現
地
で
、

旧
林
業
試
験
場
赤
沼
試
験
地

の
管
理
を
し
て
い
る
、
八
王

子
市
に
あ
る
国
立
研
究
開
発

法
人
・
森
林
総
合
研
究
所
多

摩
森
林
科
学
園
の
庶
務
課
長
、

業
務
課
長
、
農
学
博
士
及
び

教
育
的
資
源
研
グ
ル
ー
プ
主

任
研
究
員
４
人
の
方
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

任
主
体
と
な
り
、
安
定
的
な

財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業

の
確
保
な
ど
の
国
保
運
営
の

中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
国

保
制
度
を
安
定
化
す
る
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

国
保
税
率
は
、
４
方
式
か

ら
２
方
式
に
変
え
る
よ
う
検

討
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
町
民
課
（
電

話 

２
９
６

－

５
８
９
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

⑵
（
仮
称
）
鳩
山
町
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
費
補
助
金
の

検
討
に
つ
い
て

　

少
子
化
対
策
及
び
移
住
促

進
を
目
的
に
、
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
新
た
に
婚
姻
し

た
世
帯
に
対
し
、
住
居
費
、

引
っ
越
し
費
用
を
支
援
す
る

新
た
な
施
策
と
し
て
、（
仮

称
）
鳩
山
町
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
費
補
助
金
制
度
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
補
助
金
の
結
婚
新
生

　

本
委
員
会
は
、
７
月
20
日
、

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

調
査
事
項 

⑴
埼
玉
県
市
町
村
国
保
広
域

化
へ
向
け
た
現
在
の
状
況
に

つ
い
て

　

こ
れ
は
「
持
続
可
能
な
医

療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た

め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

平
成
27
年
５
月
27
日
に
成
立

し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
国
保
を
は

じ
め
と
す
る
医
療
保
険
制
度

の
財
政
基
盤
の
安
定
化
、
負

担
の
公
平
化
、
医
療
費
適
正

化
の
推
進
、
患
者
申
し
出
療

養
の
創
設
な
ど
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
国

保
へ
の
財
政
支
援
の
拡
充
に

よ
り
財
政
基
盤
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責

旧
林
業
試
験
場
・
赤
沼
試
験
地
跡
地
の

使
用
状
況
を
確
認

活
支
援
事
業
補
助
金
を
財
源

に
し
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課

（
電
話　
２
９
６

－

１
２
４
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

　

委
員
か
ら
の
質
疑
や
意
見

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

「
改
修
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
原
則
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
空
き
家

対
策
の
関
係
で
リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
の
検
討
は
し
て
い
ま
す

が
、
要
望
が
強
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、
検
討
し
た
い
」

「
年
齢
制
限
は
、
若
い
世
代

を
人
口
誘
導
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
30
歳
か
35
歳

ぐ
ら
い
ま
で
が
良
い
」

な
ど
活
発
な
意
見
要
望
等
が

あ
り
ま
し
た
。

住
居
費
や
引
っ
越
し
な
ど
の
費
用

を
支
援
し
ま
す

赤
沼
試
験
地
跡
地
で
、
森
林
総
合

研
究
所
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
る

総
務
産
業
委
員


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一
部
事
務
組
合
報
告

　

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す

　

第
３
回
定
例
会
が
８
月
３

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳩
山
町
議
会
選
出
の
議
員

の
失
職
に
よ
る
補
欠
選
挙
の

結
果
で
小
峰
文
夫
議
員
が
当

選
、
小
峰
町
長
の
副
管
理
者

就
任
及
び
現
金
出
納
検
査
等

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
提

出
さ
れ
た
議
案
は
平
成
27
年

度
決
算
１
件
で
、
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

８
月
４
日
に
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
条
例

の
制
定
に
関
す
る
も
の
１
件
、

条
例
の
改
正
を
求
め
る
も
の

２
件
、
平
成
28
年
度
補
正
予

算
、
平
成
27
年
度
予
算
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
で
し

た
。

　

全
議
案
と
も
全
て
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
鳩
山
新
ご
み
焼

却
施
設
整
備
・
運
営
事
業
者

選
定
審
査
委
員
会
設
置
条
例

の
制
定
の
議
案
は
、
運
営
事

業
の
設
計
、
建
設
及
び
運
営

を
行
う
事
業
者
の
選
定
を
公

平
か
つ
適
正
に
実
施
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

第
１
回
組
合
議
会
臨
時
会

が
６
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
２
件

で
、
そ
の
う
ち
１
件
は
個
人

情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
質
疑
を
経
て

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
１
件
は
補
正
予
算
で

１
３
０
万
円
の
追
加
で
予
算

総
額
12
億
６
８
８
４
万
３
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

８
月
19
日
第
２
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
案
件
は
補
正

予
算
１
件
、
決
算
認
定
１
件

で
す
。

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

１
６
５
６
万
５
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
12
億
８
５

４
０
万
８
千
円
と
し
、
予
備

費
に
、
２
４
７
０
万
８
千
円

追
加
す
る
こ
と
が
主
な
内
容

で
す
。

　

審
議
の
結
果
、
２
件
と
も

議
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
18
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提

出
さ
れ
た
議
案
は
平
成
27
年

度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
条

例
の
改
正
１
件
、
補
正
予
算

１
件
の
３
件
で
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
３
議
案
と
も
全
員

一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
小
峰
町
長
の
副
管

理
者
の
再
任
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

※�

施
設
の
第
２
期
老
朽
化
対

策
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

８
月
18
日
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
管
理
者
、
副
管

理
者
の
報
酬
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
平
成
28
年

度
補
正
予
算
及
び
平
成
27
年

度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
４

議
案
で
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
慎
重
審
議
の
結

果
、
可
決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

名称 歳入額 歳出額 町負担額 借入残高 基金残高

坂戸地区衛生組合 4億2397万円 3億7942万円 2454万円 6000万円 2000万円

埼玉西部環境保全
組合

25億6334万円 24億4271万円 2億103万円 6億3120万円 23億4655万円

西入間広域消防組合 14億7085万円 14億3945万円 2億9786万円 5億1580万円 9566万円

毛呂山・越生・鳩山
公共下水道組合

16億1771万円 15億5275万円 1億4533万円 65億8528万円 0

広域静苑組合 5億3355万円 5億1337万円 441万円 0 2億2370万円

合計 66億942万円 63億2770万円 6億7270万円 77億9228万円 26億8591万円

平成27年度一部事務組合の決算状況

坂戸市の組合加入に向けて準備がすすめられて
いる越生斎場

広
域
静
苑
組
合

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合

西
入
間広

域
消
防
組
合

埼
玉
西
部

環
境
保
全
組
合

坂
戸
地
区
衛
生
組
合
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